平成31年度　学校関係者会（学校評議員会）

〇日　時　令和２年2月19日（水）9:00～10:30
〇場　所　校長室
〇出席者
　・学校評議員　　小野　克哉　様  　古屋　知子  様　　猪股　秀男  様
　・北中学校　　　数野　保秋 校長　　泉　 晋 一 教頭
〇内　容　・平成３1年度学校評価について　　・学校評議員の方からのご意見　　・情報交換
　※学校長挨拶、教頭から学校評価の説明を行った後、評議員の方からご意見を伺った。
◇学校の現状について（校長より）
・３年生は前期入試、私立の入試などがあり、進路に向けて日々取り組んでいる。
・来年度新入生は８７名の予定。女子が多く、存続が心配な部活動もある。今年度初めて、１年生　　
が小学校訪問を行い、合唱を披露した。また、中学校の教員が小学校の授業に行く出前授業も引　
き続き行い、小中の連携を深めていきたい。
　　・いろいろな状況から、学校に登校できない生徒がいる。今後も対応していきたい。
◇学校評議員の方より
　　・オープンスクールの時の様子、１２月のネクストこうふのセレモニーの時の代表でスピーチした　　
２名を含めた生徒の様子が素晴らしかった。
　　・文化祭の合唱が素晴らしく、また登下校の挨拶も元気に返してくれ、楽しそうに会話をしている。
　　　新型コロナウィルスの影響で、様々な行事が中止になってしまって残念である。
　　・先生の言うことを素直に聞く生徒が多いと感じる。不登校の要因は、子ども同士の問題か、社会
　　　全体の問題か、考えていく必要がある。
◇学校評価について
○アンケートにおける「地域の行事への参加」について、
　・千塚地区：地域でもちつきの行事には、３０人以上の子どもたちが参加してくれ、盛り上がった　　　
が、途中、火・煙が出た際、通報があり、警察が駆けつけた。いろいろな地域の行事が
やりにくくなっている現状がある。
　　・朝日地区：もちつきを行ったり、地区の運動会を行っているが、運動会のリレーメンバーが組め
ない等、中学生など子どもの参加者が減っていることが課題である。
・北新地区：ラジオ体操、落ち葉拾い、運動会などの行事への参加人数（中学生）が減っている。
※学校：地区で回覧は回っているが、中学生は見ないことが多く、意識も低いと思われるので、学校　　
でも啓発する。また、地域で回覧している資料を頂ければ、学校でも配布できるので、 様々な　
手立てを講じながら、地域とのつながりを図っていきたい。
○保護者アンケート（自由記述）の対応について
　・無記名で行っているか、対応はどのようにしているか、という評議員の方から質問があった。
※学校：アンケートが出てきた時点で、担任などと話をして、直接回答できる場合・内容については　
すぐに対応し、全体の場や三者懇談などで話をした。今後とも子ども及び保護者との信頼関係　
を築いていけるように努めていきたい。
○不登校傾向の生徒の状況について
[bookmark: _GoBack]・欠席が多い生徒への対応が大変だと思うが、どのようにしているか、という質問があった。
※学校：様々なケースがある。
・週に１度学校に来て、担任が勉強をみたり、話をする。　　・家庭訪問を定期的に行う。
・適応指導教室に通う。　・スクールカウンセラーその他関係機関につなぐ。　など、
さまざまな対応を行っている。登校した際に、他の生徒が普通に声かけをしたり、あいさつ　
をするなど、受け入れやすい雰囲気があるので、引き続き受け入れ体制・雰囲気を大切にしながら、
進級などをきっかけに登校できるように、今後も個に応じた対応をしていきたい。
